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〔1〕 関数 f(x) を f(x) = 1
2

(
x + 9

x

)
と定め，y = f(x) のグラフを曲線 C とする。次の問いに答えよ。

(1) 関数 f(x) の増減，極値，グラフの漸近線を調べ，曲線 C の概形をかけ。

(2) 曲線 C 上の点 A1, A2, · · · , An, · · · および直線 y = 1
2

x 上の点 B1, B2, · · · , Bn, · · · を次のように定め

る。A1(1, f(1)) とする。n = 1, 2, 3, · · · に対して，点 An を通り y 軸に平行な直線と直線 y = 1
2

x との交

点を Bn，点 Bn から曲線 C に接線を引いて接点を An+1 とする。
(i) An(an, f(an)) (n = 1, 2, 3, · · · ) とするとき，an+1 を an で表せ。また，数列 {an} の一般項を求めよ。

(ii) bn = (log2 a2n) · (log2 a2n+2) とするとき，無限級数
∞∑

n=1

1
bn
の和を求めよ。

解答
(1) f(x) の定義域は x =\ 0 である．f(−x) = −f(x) より f(x) は奇関数，すなわち y = f(x) の概形は原点につ
いて対称である．したがって，x > 0 での増減を考えればよい．

f ′(x) = 1
2

(
1 − 9

x2

)
なので，f ′(x) = 0 ⇐⇒ x = 3である．また， lim

x→+0
f(x) = ∞, lim

x→+∞
f(x) = ∞ な

ので，増減表は次のようになる．

x (0) · · · 3 · · · (∞)
f ′(x) − 0 +
f(x) (∞) ↘ 3 ↗ (∞)

これより，x = 3で極小値 3，x = −3で極大値 −3 をと
る．また

lim
x→±∞

(
f(x) − 1

2
x

)
= lim

x→±∞

9
2x

= 0

より y = 1
2

x は漸近線となり，x = 0も漸近線であるから，

漸近線は y =
1
2

x および x = 0 とわかる．したがって曲

線 C の概形は右のようになる．

x

y

O
3

3
−3

−3

y = 1
2

x

(2) (i) (t, f(t)) における接線は

y = 1
2

(
1 − 9

t2

)
(x − t) + 1

2

(
t + 9

t

)
⇐⇒ y = 1

2

(
1 − 9

t2

)
x + 9

t

これが Bn

(
an,

1
2

an

)
を通るので代入すると
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1
2

an = 1
2

(
1 − 9

t2

)
an + 9

t
⇐⇒ t = 1

2
an

これより an+1 =
1
2

an を得る．また，a1 = 1 なので an =
( 1

2

)n−1

である．

A1

A2

A3

B1B2B3O
x

y

11
2

1
4

(ii)

bn = (log2 a2n) · (log2 a2n+2)

= log2

(
1
2

)2n−1

· log2

(
1
2

)2n+1

= −(2n − 1) · {− (2n + 1)}

= (2n − 1)(2n + 1)

である．これより

∞∑
n=1

1
bn

= lim
N→∞

N∑
n=1

1
(2n − 1)(2n + 1)

= lim
N→∞

N∑
n=1

1
2

(
1

2n − 1
− 1

2n + 1

)

= lim
N→∞

1
2

{(
1
1

− 1
3

)
+

(
1
3

− 1
5

)
+ · · · +

(
1

2N − 1
− 1

2N + 1

)}
= lim

N→∞

1
2

(
1 − 1

2N + 1

)
=

1
2
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〔2〕 複素数 z = cos 2
7

π + i sin 2
7

π について，次の問いに答えよ。ただし，i は虚数単位である。

(1) z567 + 1
z567 の値を求めよ。

(2) (z + z2 + z4)(z3 + z5 + z6) の値を求めよ。
(3) z + z2 + z3 の実部の値を求めよ。

解答

(1) z = cos 2
7

π + i sin 2
7

π より，z7 = 1 であるから，

z567 = (z7)81 = 1

である．よって，z567 + 1
z567 = 1 + 1 = 2 である．

(2)

z7 − 1 = 0

⇐⇒ (z − 1)(z6 + z5 + z4 + z3 + z2 + z + 1) = 0

z =\ 1 より，z6 + z5 + z4 + z3 + z2 + z + 1 = 0 すなわち，z6 + z5 + z4 + z3 + z2 + z = −1 · · · ① を得る．

(z + z2 + z4)(z3 + z5 + z6)

= z4 + z6 + z7 + z5 + z7 + z8 + z7 + z9 + z10

= z6 + z5 + z4 + z3 + z2 + z + 3 (... z7 = 1)

= 2 (... ①)

(3) z7 = 1 かつ zz = |z|2 = 1であるから，z6 = z，z5 = z2，
z4 = z3 である．これより以下を得る．

Re(z + z2 + z3) = z + z2 + z3 + z + z2 + z3

2

= z + z2 + z3 + z + z2 + z3

2

= z + z2 + z3 + z6 + z5 + z4

2

= −
1
2

x

y

O
1

z
z2

z3

z4

z5
z6

別解
α = z + z2 + z4，β = z3 + z5 + z6 とおくと，(2) より，αβ = 2であり，① より，α + β = −1 である．ゆえ

に，解と係数の関係から α，β は 2 次方程式

t2 + t + 2 = 0

の 2 解である．これを解くと，t = −1 ±
√

7i

2
を得るので，

Re(α) = Re(β) = − 1
2
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である．ここで，Re(z4) = Re(z3) = Re(z3) であるから，Re(α) = Re(z + z2 + z3) である．よって，

Re(z + z2 + z3) = −
1
2
である．

2/20 後期試験対策テキスト

θ = 2π

7
, α = cos θ + i sin θ, β = α + α2 + α4 のとき，以下の問に答えよ．

(1) α = α6 を示せ．
(2) β + β, ββ を求めよ．
(3) sin θ + sin 2θ + sin 4θ を求めよ．

1の 7 乗根と式の値 が的中！
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〔3〕 座標平面上に曲線 C : y =
√

x2 − 4 (x >= 2) がある。点 (1, 0) を通る C の接線を l とし，次の問いに答
えよ。

(1) 直線 l の方程式を求めよ。また，l と曲線 C の接点の座標を求めよ。
(2) t を 0 以上の実数とする。曲線 C と直線 x = et + e−t の共有点の y 座標を t を用いて表せ。
(3) 直線 l，曲線 C および x 軸によって囲まれる部分の面積を求めよ。

解答
(1) y =

√
x2 − 4 より，x2 − y2 = 4 (x >= 2, y >= 0) を得る．つまり曲線 C は双曲線の一部である．この曲線上

の点 (p, q) (p >= 2, q >= 0) での接線の方程式は

px − qy = 4

であり，これが点 (1, 0) を通るとき，p = 4となる．また (p, q) は C 上の点なので p2 − q2 = 4 を満たすから，
p = 4 を代入して q = 2

√
3 を得る．したがって lの方程式は

4x − 2
√

3y = 4 ⇐⇒ 2x −
√

3y = 2

であり，接点の座標は (4, 2
√

3) である．
(2) x = et + e−t を y =

√
x2 − 4 に代入すると，

y =
√

(et + e−t)2 − 4

=
√

(et − e−t)2

= et − e−t (... t >= 0)

を得るので，共有点の y 座標は y = et − e−t である．
(3) グラフは右のようになる．

題意の領域は図の斜線部であり，その面積を S とすると，

S = 1
2

· (4 − 1) · 2
√

3 −
∫ 4

2
ydx

= 3
√

3 −
∫ 4

2
ydx · · ·①

∫ 4

2
ydx について，y =

√
x2 − 4 上の点は (2)の結果より

{
x = et + e−t

y = et − e−t

と表すことができるので，x = et + e−t と置換すると，

x

y

O
21 4

2
√

3

dx

dt
= et − e−t,

x 2 → 4
t 0 → log(2 +

√
3)

であることから，

∫ 4

2
ydx =

∫ log(2+
√

3)

0
(et − e−t)(et − e−t)dt

=
∫ log(2+

√
3)

0
(e2t + e−2t − 2)dt
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=
[ 1

2
e2t − 1

2
e−2t − 2t

]log(2+
√

3)

0

= 7 + 4
√

3
2

− 7 − 4
√

3
2

− 2 log(2 +
√

3)

= 4
√

3 − 2 log(2 +
√

3)

を得る．これを①に代入することにより，

S = 3
√

3 − {4
√

3 − 2 log(2 +
√

3)}

= 2 log(2 +
√

3) −
√

3

注釈
なお，直接積分する方法も存在する．y = log(x +

√
x2 − 4) の導関数は

y′ =
1 + x√

x2 − 4
x +

√
x2 − 4

= 1√
x2 − 4

であることから，
∫

1√
x2 − 4

dx = log(x +
√

x2 − 4) + C1 を得る（C1 は積分定数）．

したがって， ∫ √
x2 − 4dx =

∫
(x)′

√
x2 − 4dx

= x
√

x2 − 4 −
∫

x2
√

x2 − 4
dx

= x
√

x2 − 4 −
(∫ √

x2 − 4dx +
∫

4√
x2 − 4

dx

)
= x

√
x2 − 4 −

∫ √
x2 − 4dx − 4 log(x +

√
x2 − 4)

より，
∫ √

x2 − 4dx = 1
2

x
√

x2 − 4 − 2 log(x +
√

x2 − 4) + C2 を得る（C2 は積分定数）．以下略．

大阪医科薬科大学直前テキスト，攻略講座テキスト

曲線 C が媒介変数 t を用いて，次の式で与えられている．

x = et + e−t

2
, y = et − e−t

2

(1) 点
(

1
2

, 0
)
を通る曲線 C の接線のうち，傾きが正のものの方程式を求めよ．そのとき，接点に対

応する t の値を求めよ．
(2) この接線と，曲線 C および x 軸で囲まれる部分の面積を求めよ．

双曲線のパラメータ表示と求積 が的中！



医学部進学予備校メビオ

〔4〕 1から 10までの数字が 1つずつ書かれた 10枚の番号札が箱の中に入っている。この箱から番号札を 1枚取
り出し，数字を記録してからもとに戻すという試行を 3回繰り返す。記録した数字の最大値を X，最小値を Y とす
るとき，次の問いに答えよ。ただし，設問 (1)は結果のみを解答せよ。

(1) X > Y である確率を求めよ。
(2) X <= Y + 2 である確率を求めよ。
(3) X >= 8 のとき，Y <= 2 である条件付き確率を求めよ。

解答
1回目，2回目，3回目に取り出した番号札の数字が a1, a2, a3 であるときの事象を，順序組 (a1, a2, a3) で表す
こととする．これらの事象は全部で 103 通りあり，各事象は同様に確からしい．

(1) 余事象は X = Y であり，これは 3枚とも同じ数字となることであるので，

(1, 1, 1), (2, 2, 2), · · · , (10, 10, 10)

の 10通りである．よって，求める確率は，1 − 10
103 =

99
100

である．

(2) 取り出した数字が 1種類か 2種類か 3種類かによって場合分けをする．
(i) 取り出した数字が 1種類の場合，X = Y であり，

(1, 1, 1), (2, 2, 2), · · · , (10, 10, 10)

の 10通りである．
(ii) 取り出した数字が 2種類の場合，X <= Y + 2 すなわち，X − Y <= 2 となるのは，2種類の数字の差が 1か 2
になるものであり，数字の組み合わせは

{1, 2}, {2, 3}, · · · , {9, 10},

{1, 3}, {2, 4}, · · · , {8, 10}

の 17 通りある．2 種類の数字 {a, b} に対して，2 種類の数字のどちらが 2 枚取り出されるか，すなわち
(a, a, b) であるのか (a, b, b) であるのかということとで 2通り，取り出す順の並べ方で 3通りあるので，取
り出し方は 17 × 2 × 3 = 102 通りである．

(iii) 取り出した数字が 3種類の場合，X <= Y + 2 すなわち，X − Y <= 2 となるのは，3枚の数字の組み合わせ
が連続する 3つの数となるものであり，数字の組み合わせは {1, 2, 3}, {2, 3, 4}, · · · , {8, 9, 10} の 8通り
ある．取り出す順の並べ方が 3! 通りあるので，取り出し方は 8 × 3! = 48 通りである．

以上より，求める確率は， 10 + 102 + 48
103 =

4
25

である．

(3) • 「X <= 7」となるのは，「3回とも 7以下を取り出す」ことなので，

P (X <= 7) = 73

103

• 「Y >= 3」となるのは，「3回とも 3以上を取り出す」ことなので，

P (Y >= 3) = 83

103

• 「X <= 7 かつ Y >= 3」となるのは，「3回とも 3以上 7以下を取り出す」ことなので，

P (X <= 7かつ Y >= 3) = 53

103

よって，

P (X >= 8) = 1 − P (X <= 7)
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= 1 − 73

103

= 657
1000

P (X >= 8かつ Y <= 2) = 1 − P (X <= 7または Y >= 3)

= 1 −
(
P (X <= 7) + P (Y >= 3) − P (X <= 7かつ Y >= 3)

)
= 1 − 73 + 83 − 53

103

= 270
1000

である（下図参照）．

Y >= 3X <= 7

以上より，求める条件付き確率は，

P (X >= 8かつ Y <= 2)
P (X >= 8)

=

270
1000
657
1000

=
30
73

となる．
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講評

〔1〕 ［数学Ⅲの微分，数列の極限］（標準）
分数関数についてそのグラフの概形を調べ，接線に関する数列について考える問題であった．標準レベルであり完
答したい．(2)の接線で正解が導ければ，(3)は易しいため，この大問は差がつきやすい．

〔2〕 ［複素数平面］（標準）
1 の 7 乗根に関する典型的な問題であり，経験したことがある受験生は多かったのではないか．(3) では，|z| = 1
であることから，zz = 1 となることを利用すればよく，この大問は完答を狙いたい．

〔3〕 ［数学Ⅲの微積分］（標準）
双曲線に関する問題であった．(1)(2)は落とせない．(3)についても，(2)で曲線 C 上の点をパラメータで表す誘
導がついているため，それを利用して正しく積分計算し完答を目指したいところである．

〔4〕 ［確率］（標準～やや難）
(1)は容易．(2)は取り出す数字が何種類あるかによって場合分けを行い，ていねいに数えれば求められる．(3)は，
いわゆる「余事象のベン図」を用いる典型的な問題である．たとえ (2) が解けなくても (3) は解けるので諦めない
こと．

2025年度前期に続き，90分大問 4題の出題であった．難易度は「標準」が大半であるが，実力差が点数の差とし
て大いに表れるだろう．2題完答，2題半答くらいを目指したい．目標は 75%．

解答・講評作成 医学部進学予備校メビオ

メルマガ無料登録で全教科配信！

https://yms.ne.jp/

03-3370-0410

本解答速報の内容に関するお問合せは… メビオ 0120-146-156まで

https://www.mebio-eishinkan.com/

0120-192-215
https://www.mebio.co.jp/0120-146-156 登録はこちらから

大阪府大阪市中央区石町2-3-12 ベルヴォア天満橋
天満橋駅（京阪/大阪メトロ谷町線）より徒歩3分0120-146-156

フリーダイヤル

【受付時間】 9：00～21：00 （土日祝可）
校舎にて個別説明会も随時開催しています。

詳しくはこちら
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